
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、本校は文化庁による文化芸術による子供育成推進事

業を実施することとなっています。 

 

文化庁による文化芸術による子供育成推進事業とは、 

 

 

 

 

 

 

本校には、公益社団法⼈ 落語芸術協会の皆様が来校し、日本の文化である落語を子どもたち

にも分かりやすく話してくださいます。 

その際、５,６年生も一緒に、大喜利や出囃子で落語のステージを体験させていただけます。先

週の６日（木）に４名の皆様が来校し、５、６年生とともに打合せをしたり、大喜利や出囃子の

練習をしたりしてくださいました。１1 月８日（火）の本番のステージに向け、５、６年生は大

喜利のネタ作りに励んでいるところだそうです。とっても楽しいステージになりそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進んで学習する子ども ・思いやりのある子ども ・最後までやりぬく子ども ・健康でたくましい子ども 
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落語を体験しました！ 

小学校・中学校等において一流の文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行い，又は小学校・中

学校等に個人又は少人数の芸術家を派遣し，子供たちに質の高い文化芸術を鑑賞・体験する機会を確

保するとともに，芸術家による計画的・継続的なワークショップ等を実施することにより，子供たち

の豊かな創造力・想像力や，思考力，コミュニケーション能力などを養うとともに，将来の芸術家や

観客層を育成し，優れた文化芸術の創造につなげることを目的とした事業です。（文化庁ＨＰより） 
 

５,６年生の皆さん、とってもさまになっていますね。 

 



図書委員会による読み聞かせ！ 
本校ではボランティアの皆さんに月1度読み聞かせをしていただいており、子どもたちも心待ちにして

います。今回は１４日(金)の朝の時間を活用して、図書委員会の皆さんによる読み聞かせが行われました。

計画、分担から学年に合った本の選定まで自分たちで行いました。各学級に入り、最初は緊張していたも

のの、とっても上手に読み聞かせをすることができました。 

読み聞かせや読書は、語彙力や読解力、想像力や集中力など、将来的に役立つ力がいくつも身に付きま

す。子どもの読書離れ、活字離れが指摘されています。読書の秋ですので、心の栄養となる本にたくさん

触れて欲しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒くなってきました！ 

 今週は朝の気温が一段と下がり、寒い日が続きました。紅葉も進み、冬が近づいている

ことを感じます。 

寒くなるとポケットに手を入れて道路を歩行する子を目にします。毎年言われることと

は思いますが、ポケットに手を入れて歩いていると、転んだときに思わぬ大きなケガにつ

ながる恐れがあります。また、歩行の際バランスがとりにくく、特に積雪や凍った路面では転倒の危険

が増します。癖にもなってしまうので、寒い日は、ぜひ手袋を着けさせてください。１０月～１２月は

交通事故が多い月です。交通事故防止のためにもお願いします。 

 

  

集中していますね！ 
 ある日の５年生の算数の授業で、先生から「今日はここまでです。終わ

りましょう。」と言われた時、ある児童が「もう終わりかあ。」と思わずつ

ぶやいていました。授業に集中して、夢中で課題に向かっていたので、あ

っという間に時間が過ぎたように感じたことから出た言葉だと思います。

素晴らしい集中力です。 


